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論 文 内 容 の 要 旨 
 
博物館の展示事業には、常設展示と特別展示がある。そのうち常設展示には、開館時における歴史研究
の成果や資料調査の蓄積、最新の展示方法や技術が駆使され、博物館の特色が総合的に示されている。開
館時の常設展示を編年的に考察することで、その発展が把握できると考えられるが、先行研究では開館時
の展示内容を紹介する個別事例の報告にとどまっている。 
本論文では、歴史博物館の設置が進んだ 1960 年代後半以降に新築された公立歴史博物館を取り上げ、
開館時の常設展示における展示コンセプトや展示設計の特色とその変遷を明らかにする（2章から4章）。
加えて、大阪市立住まいのミュージアムの実物大に再現された町並み展示において、来観者に魅力的な展
示のあり方、生涯学習の視点から常設展示を活用した住まい学習を検討し（5章、6章）、以上を通じて公
立歴史博物館の常設展示の展開を論じたものである。 
2章では、58館の公立歴史博物館を取り上げ、常設展示の展示特性とその変遷を展示コンセプトに着目
して検討し、この間の歴史博物館の常設展示が、資料を総合的かつ編年的に展示する通史展示を中心とし
ながらも、よりテーマ性をもつ展示コンセプトへと推移していることを論じた。 
3章では、通史展示を中心に常設展示を構成する39館を取り上げ、通史展示の展示設計の特性とその変
遷を検討し、この間の展示設計が観覧動線を固定した展示配置から、観覧者が関心に応じて自由に動線を
選択できる配置へと移り変わっていることを論じた。 
4章では、展示のテーマ性と観覧の選択性をもつ展示手法の一つで、民家や町並みを実物大に再現し、
当時の生活や生業の様子を具体的に表現する情景再現展示を検討し、情景再現展示が本格的に用いられる
のは1990年代以降であること、展示の特色が展示コンセプトごとに異なることを論じた。 
5章では、来館者の観覧行動と印象評価を調査し、一人での来館か子どもを伴うかなどの来館者の構成
によって、観覧時間や観覧行動および印象評価が異なることを論じた。 
6章では、昔の生活の疑似体験を通じて居住文化に関心を持ってもらうための子ども向け体験型住教育
プログラムを実施し、参加者へのアンケートや感想文などから各プログラムの課題を論じた。 
以上から、公立歴史博物館における常設展示の設計は、通史展示を中核に据えながらも、展示のテ－マ
性と観覧動線の選択性を取り入れ、見学者の多様な関心に応えられるものへと展開したことを示すことが
できた。 
 
 
 
 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
博物館法によると、博物館は、資料の収集・保管・展示及び資料の調査研究を行う機関と定義
され、歴史博物館、美術館、動物園、水族館等が含まれる。2008 年度の文部科学省社会教育調査
によると、日本の博物館（博物館施設及び博物館類似施設）は 5,775 館を数え、そのうち地方自
治体が設置する公立博物館は 7 割、また歴史博物館は 6 割近くを占めている。博物館の利用者は
年間 2 億 7 千万人で、1 館あたり年間約 5 万人であるが、歴史博物館の利用者は 2 万 4 千人にと
どまり、全館種の中で最も少ない。本論文が対象とする公立の歴史博物館は、以上のような社会
環境に置かれている。 
博物館の先行研究では、博物館の組織、管理運営、収集整理の方法、展示の手法、資料研究、博物館建
築の計画、動線計画等に関しては相当の蓄積がある。しかし、常設展示のコンセプトや展示の設計を取り
上げた研究はほとんど皆無である。 
本論文は、まず公立歴史博物館の常設展示の展示コンセプトとその発展を考察している。開館時の常設
展示の性格を、分野展示、通史展示、主題展示に分類し、分野展示から通史展示へと移り変わり、さらに
近年では通史展示に加えて主題展示を取り入れる傾向にあることを明らかにしている。次に、常設展示の
中心をなす通史展示に着目し、展示シナリオの特色と展示設計の変遷を考察し、通史展示の展示シナリオ
と展示設計には一定の対応関係があること、展示配置も、観覧動線を固定したものから観覧者の関心に応
じて自由に動線を選択できるものへと移り変わってきていることを指摘している。論文の後半は、歴史博
物館における常設展示の活用を視野に入れ、来観者に魅力的な展示のあり方や生涯学習の視点から常設展
示を活用した住まい学習について検討している。 
本論文は、開館当初の展示平面と配置を復元し、編年的に考察することで、常設展示の全体構造と変遷
の把握に成功している。さらに、公立歴史博物館の常設展示が、教科書的な通史展示を中心に据えながら
も、展示のテ－マ性と観覧動線の選択性を取り入れ、観覧者の多様な関心に応えられるものへと展開した
ことが、歴史博物館における常設展示の一つの方向性を示していると指摘している。また、常設展示の活
用も、こうした傾向の延長線上にあることを強く示唆するなど、これまで個別の博物館研究で論じられて
きたことを、全国の主要な博物館の常設展示を網羅して、体系的に論じた点が評価できる。中小の歴史博
物館の常設展示や活用実践、展示設計・施工に関与する展示業者の役割など、残された課題も多いが、今
後の研究に新たな知見を提供し、学術的評価だけにとどまらず、実践的な調査研究にも示唆を与える貴重
な研究である。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
